
名古屋の学校事務のグランドデザイン 
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めざす目標と年次テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす学校事務職員像 

教育目標を具現化する学校事務を主体的に展開し，学校経営に参画する 

学校間連携と学校事務職員の標準職務は，不断に変化・発展するものと捉えた上で，それらをベースに「組織」「人」「制度」において

学校事務の質的向上を図る。 

 

 

＜学校事務の高度化＞ 

評価を生かし，改善する仕組みづくりを

通して学校事務の質的向上を図ってい

く 

 

＜学校事務職員の育成＞ 

さまざまな課題解決に周りを巻き込み

ながらチャレンジし，自分自身の成長と

学校の活性化につなげていく 

 

＜学校事務組織の確立＞ 

学校事務の組織化を推進し，安定したよ

り質の高い学校事務の提供をめざして

いく 

 

2011 年次テーマ 学校間連携の推進 

○学校事務の適正化・平準化，安定性の確保 

          ※安定性と発展性をみることで，学校事務の役割を整理する。 

2012 年次テーマ 職制と指導体制の組織化 

○事務処理体制の整備 ○兼務発令及び代決権・専決権 ○各種要綱の整備 

2013 年次テーマ 研修の体系化（キャリア形成） 

○経験別研修（事務長研修・主査研修・主任研修・全体研修） 

2014 年次テーマ 学校事務の高度化（評価システムの構築） 

○個人の評価，職制の評価，学校間連携の評価など 

2015 年次テーマ 学校事務の高度化（教育課程の実施と学校事務機能） 
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めざす学校事務像 

子どもたちの輝く未来のために,新たな学校事務を実践する 

～ 子どもたち・教職員・保護者・地域がいきいきと元気あふれる，創造

的で魅力ある学校づくりを推進する ～ 
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